あの 一 見 奇妙に 見える 新聞広告 を 出した の は、 なに 

を 隠そう、 この 妾な ので ある。 

タズ ガニ ス 

「尋ネ 人 …… サヮ 蟹ノ棲 メル 川 沿ィニ 庭ァリ テ紫ノ 

タ チア オイ ソ リ ヨウ n ゥシ へダ 

立葵 咲ク。 其ノ寮 ノ太キ 格子 ヲ距 テテ 訪ネ 来ル 手ハ、 

黄八丈 ノ 着物 二 鹿 ノ子絞 リノ 広帯ヲ 締メ、 ォ 河童 二三 

ァカ 

ッ ノ紅キ 『リボン』 ヲ 附ク、 今 ヨリ 約 十八 年ノ昔 ナリ。 

ハ ラカラ 

名乗 リ出デ ョ吾ガ 双生児 ノ 同胞。 (姓名 在 社 XXX 

x)」 



う 

—— とにかく 当時 は 五 歳 か 六 歳だった。 黄八丈の 着 

物に 鹿の子の 帯 を 締め、 そしてお 河童 頭に は 紅い リボ 

ンを三 つも 結んで いると いうの がその ころの 妾 自身の 

身形だった。 妾の 尋ねる はらから というの は、 その 頃 

寮の 中に 設 えられた 座敷牢の ような 太い 格子の 内側 

おとな ようどう 

で、 毎日 毎日 温和し く 寝て いた 幼童 —— といっても 生 

きていれば 今では 妾と 同じように 成人して いる 害 だ I 

I のこと だった。 

「なぜ、 あの 幼童 は、 暗い 座敷牢へ 入れられ ていたの 

だろう？ I 



なって いたよう にも 思われない。 そのころ 妾 は 四 度 か 

五 度 か、 或いは もっと たびたびだった かも 知れない が、 

その 幼童の 座敷牢へ 遊びに いった 憶えが あるので ある 

が、 決して 乱暴 を 働いて いると ころ を 見た ことがない。 

乱暴 を するど ころ かその 幼童 はい つも 大人しく 寝床の 

中に じっと 寝て いたのであった。 つい ぞ妾は 一度 も 起 

き あが つ ている ところ を 見た ことがない。 恐らく 幼童 

は 病身で でもあった のだろう と 思う。 一 体 病身の 幼童 

を 座敷牢へ 監禁して 置く ような 惨酷 きわまる 親が ある 

だろう かしら。 考えれば 考える ほど 不思議な ことで は 

*k 、 ゝ o 

るレカ 



る ことが 必要で あつたの だ。 だが なぜに そんな 煩わし 

いこと を 繰 返す 必要が あつたの か、 どうも 妾の 腑に落 

ちかね る。 

この 紅い リボンの カンカン はよ ほど 妾の はらからの 

気に入つ たもの らしく、 或る日 妾が 何の 気 もっかず い 

つもの ような 紅い カンカン を 結んで 座敷牢に 近づく と、 

座敷牢に 寝て いた 幼童 はさ も 待ち かねた という 風に、 

い つに なく 頭 を 振って いまだ 一 度 も 見た ことのな いほ 

ど 悦び 騒いだ。 妾 は 何 ごとが 起った のだろう と 訝しく 

思って いると、 傍に 附添 つていた 母が、 

た ま た ま トス 

「ホラ 珠 ちゃん (妾の 名、 珠枝 というの が 本当 だけれ 



ど) この カンカン をみ てお やりよ …… 」 

と 妾に 云う ので、 それで 始めて 気がついて よくよく 

幼童の 髪 を 見る と、 向う でも 髪に、 妾と 同じような 紅 

い リボン を、 数 も 同じく 三っつけ ていたの であった。 

「カンカン。 …… 」 

と 廻らない 舌で 叫び、 あと は キヤ ー ッ というよ うな 

奇異な 声 を あげて、 彼女 —— カンカン を 結って 喜ぶ の 

だから、 まさか 「彼」 では あるまい、 「彼女」 にち がい 

あるまい 二 安と 同じ カンカン をつ けて いると いうの 

で、 たいへんな 悦びよう であった。 母 はいつ も 彼女の 

背後に 坐り、 その 頭の 後方に ある 真黒な 切 布 を 覆った 



枕と も 蒲団と もっかない 塊の 上に 手 を かけて、 妾た ち 

を 見守って いるので あつたが、 この カンカン 競べ の 

あつたと き は、 どうした もの かその 黒い 切 布 を かぶつ 

たもの がまる で 自ら 動きで もした ように 捲 かれて きた 

そのと き 妾 は その 黒 布の 下に、 また 別な 紅い リボンが 

ヒ ラヒラ している の を 逸早く 見て と つた もの だから、 

たちまち 大変 気色 を 悪く してし まった。 

「ずるい わず るい わ、 あんた は あたいよりも 沢山 リボ 

ンを 持って いて、 隠したり なんかして いるんで す もの 

…：- J 

と 妾 は 格子に つかまって 駄々 を こね だした。 母 は そ 



るが、 とにかく 思いがけない 事件が、 妾から 母と 妹— 

I カンカン を 結って 喜んでいた はらから のこと を、 妹 

と 呼んで い いだろう —— と を 奪って しま つたの だ。 

その後 ある 機会に、 妾の 母 は 死んで しまった こと を 

知った。 そして 残る の は 妾の 妹 (？) の 消息 だけな の 

であるが、 いま 妾の 企てて いる 探索が もし 成功し ない 

とすれば、 あの 川 添いの 家で カンカン を 見せ 合った と 

きが、 実に 母と 妹と に対する 最後の 別れと なる ので あ 

る。 

だが 実 を 云えば、 あの 新聞広告 は、 妾の あの はら か 

らの 生死 を 確め る こと も 目的で は ある けれども、 妾と 



か。 そして そのうちの 一 人が、 この 妾な ので ある。 残 

リの 二人 は 何処に いるので あろう か。 どうして 三人で 

双生児な のであろう か。 そういう こと はあり 得る こと 

ではない。 二人なら ば 双生児 だし、 三人なら ば どうし 

て も 三つ子と いわなければ ならない。 いくら 三つ子が 

生れた からと いつ て、 父が 三つ子 を 双生児と 書き誤る 

害 はない と 思う。 そうなる と、 三人の 双生児と いう 有 

リ 得べ からざる 名称のう ちに、 何 か 異状の 謎が 語られ 

ている Y とになる。 

妾 はいろ いろと 縁より を 探して みた。 だが それが ど 

うしても ハツ キリ 分らない。 実は 父が 死んだ とき は、 



る 方が お前の ためじ や。 そんな もの は 聞かん がいい、 

ゝ ン 、、ゝ ヽヽー 

SW 力ん 力 レ レ」 

と 云って、 父 は 妾が 何とい つて 頼んでも、 故郷の 地 

名 を 教えなかった。 だから 妾 は、 幼い 日の 故郷の 印象 

を 脳裏に かすかに 刻んで いる だけで、 あの 夢幻 的な 舞 

台が この 日本 国中の どこに あるの やら 知らない ので 

あった。 

いまにして 思えば、 あのと き 何とかして 故郷の 方角 

でも 父から 訊き だして 置く ので あつたと、 残念で たま 

ら ない。 なぜなら、 その後 父 は 不図 心 変り がして 船 を 

下り、 妾 を 連れて 諸 所 贅沢な 流浪 を 始めた が、 妾が 十 



潮風に あたって 黄い ろく 変色して いた。 それ を 開く と 

け ヽ.. 

中 は S なしの 日附は 自由に 書き こめる と いう 式の 自由 

さき なな 

日記で、 尖の 丸い 鉛筆 を 嘗め 嘗め 書き こんだら しい 金 

釘 流の 文字が ギッシ リと各 頁に 詰まって いた。 女流 探 

偵 は その 中の 或る日 記 を 声 を 出して よみだした。 

「ほう、 こんな ことが 出て います わ。 二月 一日、 

『タ ラップ』 ノ 手摺 ヲ 修繕 スル。 相棒 ガ不慣 デナ カナ 

カ涉 ラヌ。 去年 ノ 今頃 モ 修繕 シタ コトガ アツ タツ ケ 

ガ、 ソノ トキ ハ赤沢 常 造ノ奴 ガイタ カラ、 半日 デ 片付 

イタ モノ ダ。 彼奴 ガ 下船 シテ 故郷 二 引 込 ンダノ ハソノ 

直後 ダッ タ。 モウ 一年 ニナ ルノ 二、 彼奴 ハ 故郷 ニジッ 



め < り、 

「ああ、 ありました。 二月 十九 日、 ォォ 呪ヮレ テア レ 

今日 授 カツ タ 三人ノ 双生児！ これで ございます ネ。 

三人の 双生児！」 

と、 女流 探偵 は 深刻な 表情 をして、 三人の 双生児！ 

と 口の 中で くりかえした。 

「いかがで ございましよう。 お 心 あたりが ありまし 

て」 

と 訊ねる と、 女史 は、 

「これ は 現地に ついて 調べる のが 一 番早ゃ 道で ござい 

ます わ。 探偵が 机の 上で 結論 を 手品の ように 取 出して 



日の i 猶予 を 下さい ませ」 

女史の 探偵 眼 はたい へん 明快であった。 どうして、 

そんな 明快な 答が 出た のか 妾に は 合点が ゆかなかった 

けれど、 彼女 は 別に 高ぶる 様子 もな く、 妾の 故郷 だと 

いう 四国の 安宅 村へ、 三人の 双生児の 実相 を 確め るた 

めに 発足 するとい つて 辞し 去った。 妾 は 狐に 鼻 をつ ま 

まれた ように、 女史 を 見送った が、 後に なって 一 切が 

じん つうがん 

判明す るまで は y J の 女流 探偵の 神 通 眼 は 単に 出 鳕目だ 

と 思って いたのであった。 



ffl: 揄 つた 

「そんな ことはないでしょう。 僕、 これで も 二十 三 か 

四なん です」 

「あら、 妾が 二十 三な の を 知って て、 わざと そんな こ 

と を 仰 有る のでしょう」 

「いえいえ、 そんな ことはありません。 本当に 二十 三 

か 四なん です」 

「二十 三 か 四です つて、 三 か 四 か ハツ キリ しないの は、 

一 体 どういう わけなの」 

安宅 青年 は そこで 物悲しげ に 眉 を 顰めてから、 

「実は 僕 は 親な し 子なん です。 兄弟が あるか どうか も 



三本の 腕と を 持って いるので、 丁度 五本の 腕の 海 盤 車 

の 化け物 だとい うのです。 いかがです。 もしお 望みで 

したら、 今此 所で その 気味 の 悪 い 瘢痕 を) J らんに 入れ 

て もよう ございます」 

「まあ、 ちょっと 待って ちょうだい 」 

出されて はたい へんな ので、 思わず 妾 は 悲鳴に ちか 

い 声 を あげた。 なんという いやらしい 男が あった もの 

であろう。 新聞広告 を 出した ために、 たいへんな 人間 

がと びこんで きた ものであった。 肩 口のと ころで 紅く 

な つて ム クム ク 膨れ 出して くる 第三 本 目の 腕の 痕 など、 

ちょっと 一と 目 見たい 好奇心 もお こる けれど、 やはり 



それ はもつ ともつ と 別の 種類の ことなので はなかろう 

か。 「三人の 双生児」 のなかの 一 人 は、 どうしても 妾の 

身上の ことなんだ からして、 残る 二人の 人間と いう 不 

合理に 見える 合理 を 解き あげて 妾の 重い 負担 を 下ろす 

ことにしたい ものである。 



4 



四国の 徳 島へ 出発した 女流 探偵 速 水 春 子 女史 は、 越 



れ ともお 姉 さまと 申 上げた 方が よろし ゆ うご ざ い ま 

しょうか。 とにかく 同じ年の 二月 十九 日に、 御 母堂に 

当ります 西 村 勝 子 様が お産み 遊ばした お 二方のう ち、 

珠枝 さま —— つまり 奥 さま —— ではない 方の もう 一 方 

—— その 方のお 名前 を静枝 さまと 申 上げます が、 その 

静枝 さま をお 伴い 申した ので ございます。 いま 御 案内 

申し上げ ますから、 なによりも お会い 下す つて、 よく 

よく 御覧 遊ばして 下さい ませ。 あの、 静枝 さま。 どう 

ぞ、 ， J ちら へ 」 

じょうぜつ せりふ 

饒舌 女史 は 可愛げ もな い 台詞 を のべたててから、 

次の間の 方へ 声をかけた。 



-.7 すま 力す 力 

襖の 外で は微な 返事が あって、 やがて やさしい 

きぬず 

衣摺れの 音と ともに、 水々 しい 背の 高い 婦人が 入って 

来た。 妾 は その 婦人 を 一目み て、 どんなに 驚いた こと 

であろう か。 まことに 吾れ ながら その 顔形と いい、 軀 

つきと いい、 髪 や 衣服の 趣味、 さて は 化粧の 癖に 至る 

まで こんなに もよ く 似た 婦人が いるもの かと、 暫く は 

ぼうぜん 

呆然と 打ち 見 護って いた ほどであった。 これが 話した 

いという 第三の 人物で ある。 

「あら、 お 姉 さまでい らっしゃ るの。 …… まあお 懐 

しッ。 あたくし 静 枝です わ。 おお …… 」 

といって、 その 静枝嬢 は バタ バタと 畳の 上 を 飛んで 



！ 一 く 5!1 口した 

「 へ えそう です か」 

と 彼 は 軽蔑した ような 口調で いった。 

「そり や 奥さん、 大出鳕 目です よ」 

「出 鳕目だ つ て」 

「そうです、 みんな 嘘っ八で すよ。 こう なれば 皆 申 上 

げ てし まいます がネ、 あの 女 は 暫く 僕と 同座して いた 

ことがある のです。 やっぱり 銀 平の 一団で したよ。 お 

八重と いうの が 本名で、 表向き は 蛇使いで すよ」 

「人違い じ やない？ 速 水さん の 調べが 済んで るの 

よ」 



妾 は 御 玄関で キヨ 口 キヨ 口して いる キヨの 肩 を 叩い 

た。 

「まあ 変で ございま すわね え。 いままで ここに 立 つ て 

いらっしゃいました のです けれど、 どこへ お出でに 

なった のか、 姿が 見えません わ」 

「まあ、 いや 1 ね」 

妾 はすこし 腹が立って、 今夜 は 逢わない といえ と 云 

いっけて、 すぐさま 真 一の 待って いる 離れの 間へ 引返 

した。 

「真 さま、 お待ち 遠 さま」 

重い 扉 を あけて、 中へ 入った が、 どうした もの か 真 



ろう？ 
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ひと でむす め 

妾 は 「海 盤 車 娘」 の 真 一が もう 死に 切って いると 知 

ると、 あまりの ことに 頭脳が ボ— ッ としてし まった。 

さしあたり 先ず 何 を 考え 何から 手 をつ けて よいの やら 

まるで 考えが 纏らない。 唯 空しく 真 一 の 屍体 を 眺め 

ている ばかりだった。 



ことが 迷惑 千万で あつたので ある。 —— 妾 は 偽りな く 

その 心境 を 語った。 

「これ は 奥 さまの 想像して いら つ しゃる よりも 面倒な 

ことになると 存じます わ。 お世辞の ない ところ、 奥 さ 

まの 立場 は 非常に 不利で ございま すわ。 お分りで しょ 

うけれ ど。 ことに この 部屋から 物 を 持ち だして 

しょうこ いんめつ 

証拠 湮滅 を 図ろうと なさって いますし (といって 廊下 

の トランク のこと を 指し) その上に 真 一 さんが 横 わつ 

ている 寝具 は 誰が 見ても 奥 さまの 寝具に 違い ありませ 

んし、 それから この 部屋に 焚き こめられた 此のい やら 

しい 挑発的な 香気と いい …… 」 



来、 あの 妾に よく 似て いると いう 紳士に は 逢わない が、 

彼 こそ そのような 奇術め いた ことが 出来る 立場に あつ 

たので はなかろう か。 一体 あれ は 誰だった ろう。 

そこで 妾 は 勝手の 方から キヨ を 呼びよ せて、 怪 紳士 

のこと を 尋ねて みたので あった。 

「ああ、 あの 紳士の 方の ことで ございま すか」 

と キヨ は 俄かに 狼 1 の 色 を 示しながら、 

「まあ 奥 さま、 あたくし どういた しましょう。 真 一 さ 

まの ことで 大騒ぎと なりました ので、 忘れて いました 

が、 実は あの 夜 あれから もう 一度、 あの方に お逢いし 

たので ございます」 



ふるの ぼり つづ つ 

にもい ま 座長の 銀 平 老人 は、 古 幟で 綴った 継ぎはぎ 

だらけの 垂れ幕の 向う に 茶 を 飲んで いると いう ことで 

あ つたから、 妾 は 思いき つ てズ カズ 力と 中に衛 入 つ て 

いった。 なるほど そこに は 浮世の 苦労 を 嘗めつ くした 

というよ うな 顔 をした 小柄の 半白の 老人が、 ただ 独り 

で 渋茶 を 啜って いた。 

むかしばなし 

「ナ 二、 昔 咄を 聞きたい というので すかい」 

おどろ 

と 銀 平 老人 は 一 向駭 きもせ ずに、 

きたなら 

「汚穢し いが、 まァ とにかく こっちへ お上りな すって 

…：- J 

といって 筵の 上へ 招 じた。 



ベて が 氷解す る ことと 思う。 どうしても 妾 は、 静 枝の 

云うよう に、 彼女と 産褥に ある 母と を 加えて、 父が 三 

人の 双生児と 洒落ら しい こと を 云った などと は 考えな 

ヽ o 

レ 

話に よると、 体の 一部が 接がった 双生児 を、 そこの 

ところから 切り離して、 全く 独り立ちの 二人の 人間に 

した 手術の 話 も ある こと だから、 これ は ひょっと する 

と、 妾の 身体の 一部に、 そんな 恐ろしい 切開の 痕がぁ 

るので はない かと、 今までに 考えて みた こ ともないよ 

うな 恐ろしい 疑惑が 浮び 上って、 それ は 嵐の 前の 旋風 

に 乗った 黒雲の ように 拡が つ て ゆき、 遂に 妾 は 居ても 



立っても いられない 焦躁の 念に 包まれて しまった。 誰 

がそん な 恐ろしい 疑惑 を もって、 自分の 裸身の 隅から 

隅まで 検 ベて みた 者が あろう か。 第一、 自分で はどう 

しても 十分に 観察の 出来ない 身体の 一 部が 有る ではな 

どうき 

いかと 思う と、 妾の 心臓 は 俄かに 激しい 動悸に 襲われ 

たのであった。 
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として、 思い切って 会って みる ことにした。 さあ、 ど 

んな 男だろう か。 一と 目 見て 心臓が 凍って しまいそう 

でも あり、 また 早く 視ぃ てみたい ようで も あり …… 。 

「妾が 主人の 珠 枝で ) /ざい ま す —— 」 

頃 合 を 計 つ て 客間 へ 這ん つてい つ た 妾 は、 客と いう 

背広の 紳士の 背中に 声をかけた。 

「いや ァ —— 」 

と 紳士 は、 居住い を 直しながら、 こっち を 振り向い 

た。 ああ、 その 顔 —— まあ、 なんてよ く 似て いる 人 も 

あれば ある ものだろう と、 妾 は 驚く というよりも 

感心して しま つ た。 



てし まった。 しかし 赤 沢の 伯父の こと は、 何で 忘れよ 

う。 いつも その 伯父 は、 わが 家へ 繁く 来たで はない か。 

貞雄 という 名に も、 なるほどそう いわれる と 覚え 

があった。 伯父のう ちに、 自分と 同じ年の 少年が いて 

遊んだ こと を 思い出した。 あれが この 紳士な ので あろ 

うか。 当時 貞 雄さん はま だ 五六 歳の 幼童で 膝まで しか 

うぐ： j 19 いろ 

ない 鶯色 の セルの 着物 を 着た 脆弱そう な 少年だった。 

わき 

彼 はいつ も 寒そう に、 両手 を腋の 下から 着物の 中に さ 

し 入れて、 やや 羞 含んで 歩いて いたの を 思い出した。 

「ま ァ貞 雄さん でした の。 大きく なられて —— 妾す つ 

かりお 見 外れ をいた しました わ」 



お 客なん かにな つて は 中々 睡れ ない 性分な ので ネ。 そ 

れに チャンと ホテルに 部屋 をと つて あるの だから、 心 

配 はいらな いよ」 

「いいから、 ぜひお 泊り なさい よ」 

「いやいや 断る。 I -」 

小さい とき もこん な 性分だった が、 とにかく 今の 貞 

雄 は 学者 だけあって なかなか 頑固であった。 妾 は 近く 

きょうお う 

から 珍ら しい 料理 を 狩り あつめて 貞雄を 饗応 しなが 

ら、 この 機会に 妾の 悩み を 打ち あけて、 力に なって 貰 

おうと 思った。 

まず 妾は貞 雄に 向い、 あの 立葵の 咲く 家の 座敷牢の 



せつ ひとりで 

と 妾 は 切なる 願い を 洩らした。 それ は 自 に 妾の 口 

ほとばし 

を 迸 り 出で た 言葉だった けれど、 このと き 云った、 

(どんな こと をして でも 探し だしていた だきたい わ) 

という 言葉が 、 後に なって まさか 大変な 妾への 重荷に 

なろうと は 露 ほど も 気がつかなかった。 それが どんな 

に 恐ろしい 重荷と なつ たかは、 この 物語の 進んで ゆく 

に 連れ、 だんだんと 明白に なって くる ことであろう。 

「でも 可笑しい ゎネ。 女 探偵の 速 水さん は、 徳 島へ 

行って、 静枝 という 妹 を 探して 来たの よ。 安宅へ 行つ 

たと ころ 何もかも 苦 もな く 分った ような こと を 云つ て 

たけれ ど …… 」 



ネ」 と 貞雄は 一 向 頓着な しに 話しかけた。 「君 は 同胞 

を 探す ことに 夢中に なって いるよう だが、 たとい それ 

を 探し 当てても、 君 はサッ パリ しないに 決つ ている よ」 

「ァラ なぜ、 そうな の」 

妾は貞 雄が 何 を 云いだ すの やら、 すこし 驚かされた。 

ま—，； -ぞ， P- 

「君 は、 そうした 要求の 背後に、 いかなる 本尊 さまが 

あるの か を 知らねば 駄目 だ」 

「本尊 さま つ て？」 

たんてき 

「端的に 云えば、 君 は 母性 慾に 燃えて いるの だ。 君の 

自分の 血 を 分けた 子孫 を 残した が つ ている の だと いう 

ことに 気がつか ないか ネ。 同胞 探し は、 その 根本的 要 



「ねえ、 貞 雄さん、 妾、 医師で ある 貴方に とても 重大 

なお 願いが あるの よ。 —— 」 

「医師で ある 僕に、 どんな 願いが あると いうの かネ」 

つ た 

妾 は そこで 思いきって 全身に 亘る 診断 の ， J と を 頼ん 

でみ た。 一 つに は 異状 又は 異状の 痕跡の 有る 無しの こ 

と、 もう 一 つに は 妾の 懐胎の 機能が 健全で あるか 不健 

全で あるかと いう こと、 この 二つに ついて 早速 検 ベて 

くれる ように 頼んだ のであった。 

「よろしい。 そんな こと は 訳 はない こと だ。 では 明日 

道具 を 揃えて 来て、 やって あげよう」 

といった。 妾と して は 非常に 重大な こと を、 彼が あ 



と、 奥から 貞 雄が ノコ ノコ 出て 来て 云った。 

「キヨさん を 使いに やる のなら、 ァレが 済んで からに 

して はどうか^:」 

き よ う さ 

この 貞 雄の 言葉に は、 妾 はすつ かり 興を醒 まして 

しまった。 キヨ を 外に 出して しまえば、 どんなに 落着 

いて 妾の 楽しみ を 味う ことが 出来る だろうと 予期して 

いたのが、 すっかり 駄目に なった。 「キヨが 居て は、 妾 

厭 だ わ。 II 」 

と 妾 は、 ちょっと 拗ねて みせた。 

「それ はいけ ない。 こういう こと は、 たとえ 医師で も 

誤解 をう け やすい こと だ。 どうしても 誰かに 立ち会つ 



て 貰う のでなくて は、 僕 はやらな いよ」 

貞 雄の 頑迷な 潔癖 さに は、 妾 は つくづく 呆れて し 

まった。 また 一面に 於て は、 それだけ 彼の 人物が 気に 

入った。 もう 仕方ない ので、 キヨ を 立ち合わせる こと 

に 同意した。 

貞雄 は、 妾の 居間 を 診察室に 決め、 その 隣り の 納戸 

を 準備室に 決めた。 準備室に は、 何に 使う の だか 訳の 

分らない いろいろな 器械 や 器具 を 並べた て、 見た とこ 

おお! 7 さ おご そ 

ろたい へん 大袈裟で かつ 厳かだった。 

こうして 午前 十 時から、 いよいよ キヨ 立ち会 いのも 

とに 綿密な 診察が 始ま つ たが、 それ は 約 一 時間に 亘 つ 
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五ケ 月と いう 日数 は、 妾に とって あまり 永す ぎた。 

_ しかしと うとう、 その 五ケ 月 目が やって来 たの 

だった。 

五ケ 月！ 

その 間、 妾 は 貞雄を どんなに 待ち 佗びた ことだろう。 

堪えかねた 妾 は 幾度 も、 南 八丈島の 彼の 許へ 手紙 を 出 

した けれど、 それ は 梨の礫 同様で、 返答 は 一 つもな 



た。 その 五ケ 月 を、 妾 は 一体 何事に ついて 驚き 焦り 悶 

えていた のだろう か。 

任 IK ！ 

か女 

妾 は 目下 姙娠 五ケ 月な のであった。 

そういうと、 きっと 誰 方で もこの 余り 意外な 出来 ご 

とのた めに、 目 を 丸くな さる こと だろうと 思う が、 妾 

かいにん げんぜん 

の 懐姙は 最早 疑う 余地 のない 厳然た る 事実な ので ある。 

さらに 驚く こと は、 この 懐姙 した 胎児に ついて、 誰 

がその 父親で あるの か、 妾に は 全く 見当が つかない こ 

とで ある。 妾 は 全く 身に 覚えがない のに、 このように 

姙娠 してし まった ので ある。 乳首 は黝 ずみ、 下腹部 は 



「まァ 驚いて しまいます わね え。 奥 さま はどうして 姙 

娠 なすつ たんです の。 相手 は 何処の 誰で ございます 

の？」 

へそ 

女史 は 横目で 妾のお 臍の あたり を 睨みながら、 あた 

リ 憚らず 驚きの 声 を 放 つ た。 

ぞんじ 

「ま ァぉ姉 さま、 驚かせる ゎネ。 でも あたくし は 存知 

ています わ。 あたくし 達が 伊豆へ 行って いる 間にお 作 

り 遊ばしたん でしよう - 

静枝も 驚きの 目を瞠 つたが、 これ は 嬉しそうな 驚き 

に 見えた。 しかし 速 水 女史の 方 は それ以来 ニコ リ とも 

笑わ なくなって しまった。 こうな つて は、 妾の 立場と 



ごしょう 

後生です から ：：： 」 

と 叫んだ。 

「では それ を 教え てあげよ うが 、 これから 大学 ま で 歩 

い て ゆく 道々 話す ことにしよう」 

もはや はし 

最早 妾た ち は 折角の 料理に 箸 をつ ける 気 もな くな つ 

い 1J- また まんごう 

て、 そのまま 外に 出た。 池の 端 を 本郷に 抜ける 静かな 

ゆるい 坂道 を貞 雄に 助けられながら ゆっくり ゆっくり 

歩 を 搬んで ゆく —— が、 妾の 胸の 中 は 感情が 戦場の よ 

うに 激しく 渦を卷 いていた。 

「君の 胎の 子の 父親 はね ェ」 

と 貞雄は 耳許で 囁いた。 



「 —— 駭ぃ てはいけ ない、 この 僕なん だよ」 

「ま ァ、 貴方です つて、 —— J 

妾 は それ を 聞く と カツと して、 思わず 貞雄を ドンと 

突き飛ばした。 

「ああ 悪魔！ 恐ろしい 悪魔！」 

と 妾 は 喚きつ づけた。 

「貴方と 妾と は 血肉 を 分けた 兄妹じゃありません か。 

それ だのに こんな 罪な 子供 を姙 ませる なんて …… ぺ ッ 

ぺ ッ」 

と、 妾 は 烈しく 地面に 唾 を 吐いた。 

「ま、 そう 怒って はいけ ない。 君 は 誤解して いるよう 



だ」 

と 貞雄は 恐れ気 もな く、 傍に 寄り添って 来ながら、 

「僕 は 誓う。 また 君 自身 も 知ってい るだろう が、 僕 は 

絶対に 君と 性的 交渉 を 持った こと はない の だ。 ね、 そ 

うだろう。 —— だから 怒る こと はない じ やない か」 

そうい われる と、 妾に も その 忌 わしい ことの 覚え は 

なかった が、 それにしても …… 。 

1. こ. 

「じゃあ、 それが 本当なら、 なぜ 妾 は 貴方の 胤 を 宿し 

だま 

たのです。 誰が 訛され る もんです か。 嘘つき！」 

「君と 関係 を 持たなくても 妊娠させる こと は 出来る。 

—— 君 は 覚えて いるだろう が、 この 前 僕が 医師と して 



聞いて みた いと 思う。 そ の 双頭 児 を これから 大学の 病 

院で 流産 させて しまおうと 思う の だが ネ」 

「ええ どうぞ、 そうして 下さい。 是非そう して 下さい- 

妾 は 親と な つ て 育てる の はい やです」 

と 喚き 散らした。 

そこで 妾た ち は、 大学の 医学部 教室へ 入った。 

「ほら、 これが 真 二の 首 だよ」 

そういつ て 貞雄は 硝子 瓶の 中に アル コ —ル漬 けに 

なった 塊 を 指した。 妾 は それ を視 いた。 

「ああ、 あの 子 だ」 

おさななじみ 

それ は 確かに、 妾の 記憶に ある 懐し い 幼馴染の 顔 
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